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最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。
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本日の流れ

2026年は”ライブ・コンサートイヤー“に

・ライブ市場を押し上げる3つのポイント

①体験価値を重視する「トキ消費」

        ②物価高に強い消費行動としての「推し活」

        ③SNSや技術進化によるライブ体験の高度化

・米国では税還付額の増加が追い風に

・音楽イベントが目白押し

      <個別銘柄>
          米国：ネットフリックス（NFLX）

   コカ・コーラ（KO）

          日本：ソニーG（6758）
 ノーリツ鋼機（7744）

   丸井G（8252）



最後に重要な注意事項が記載されていますので、十分にお読みください。 2

①体験価値を重視する「トキ消費」

出所：各種資料 作成：岡三証券
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世界：ライブ音楽市場規模

Statistaのデータを基に岡三証券作成
※2025年以降は予想値、2025年8月現在

トキ消費の構成要素

時間や場所が限定され、同じ体験が

二度とできない
非再現性

不特定多数の人と体験や感動を分かち

合える
参加性

盛り上がりに貢献していると実感できる貢献性
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②物価高に強い消費行動としての「推し活」

日本：「物価高や円安はどの程度影響するか？」
に対する回答

インテージ「推し活」に関する自主調査（2025年6月12日公開記事）を基に岡三証券作成
サンプル数：水道・電気・ガスの使用量、日常の料理や食材の費用について：5,000名

「推し活」全般について：うち「推し」を持つ人1,761名

世界：
「もし残りの人生で楽しめる娯楽を１つだけ選ぶとしたら」

に対する回答
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出所：ライブ・ネイション・エンターテーメント 作成：岡三証券
サンプル数：15市場の40,000人
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③SNSや技術進化によるライブ体験の高度化

出所：IRS 作成：岡三証券 2026年は3月27日現在
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米国では税還付額の増加が追い風に

米国：年間の音楽支出における種類別構成比

出所：IRS 作成：岡三証券 2026年分は4月3日現在

米国：年間平均税還付額
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サンプル数：18歳以上の米国人2,000人、調査期間：2025年2月7-10日
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音楽イベントが目白押し

出所：各種資料 作成：岡三証券
2026年4月13日現在

日程 アーティスト・イベント名

3月～5月 嵐

4月～27年3月 BTS

4月10日~12日・17日～19日 世界最大級の野外音楽フェス「コーチェラ 2026」

4月～10月 ブルーノ・マーズ

6月～8月 アリアナ・グランデ

6月～11月 エド・シーラン

7月30日～8月2日 世界的な音楽フェス 「Lollapalooza（ロラパルーザ）2026」

世界の有名アーティストの主なイベント日程
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▼地域別売上高の推移 ▼株価推移（週足）

注目ポイント

1. ネット動画配信サービスの世界最大手。世界の有料会員数は190以上の国・地域で3.2億人を超える（2025年末時点）

2. 近年はライブ配信に注力しており、スポーツ関連では世界プロレスのWWEやアメフトのNFLと提携

3. 3月には、BTSの復帰コンサートを独占生中継したほか、密着ドキュメンタリー映像の配信も開始

注目銘柄：ネットフリックス（NFLX 米国株）
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出所：LSEG Workspace 作成：岡三証券 作成：岡三証券 4月10日現在
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▼売上高と調整後EPSの推移 ▼株価推移（週足）

注目ポイント

1. 世界的大手飲料メーカー。エンタメなどを通じて、製品を顧客の体験や感情と結び付けるマーケティング戦略を展開

2. 自社で音楽フェスを主催するなど、音楽を接点に顧客との結びつきを強めている

3. 6月から開催されるFIFAワールドカップの公式スポンサー。連動キャンペーンを複数展開

注目銘柄：コカ・コーラ（KO 米国株）
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出所：LSEG Workspace 作成：岡三証券 26/12期は市場予想 4月10日現在 作成：岡三証券 4月10日現在
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▼セグメント別売上高（25/3期） ▼株価推移（週足）

注目ポイント

1. エンタメ大手。「クリエイティビティとテクノロジーの力で、世界を感動で満たす」というパーパス（存在意義）を掲げる

2. 25年10月に金融事業のソニーフィナンシャルグループ（8729）を非連結化

3. 撮影機材や音響システム、大型ビジョンなどを通じて迫力あるスタジアム演出を可能にしている

注目銘柄：ソニーグループ（6758 ﾌﾟﾗｲﾑ）
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作成：岡三証券 4月10日現在出所：会社資料 作成：岡三証券
※金融セグメントを除く
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▼セグメント別売上収益 ▼株価推移（週足）

注目銘柄：ノーリツ鋼機（7744 ﾌﾟﾗｲﾑ）
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作成：岡三証券 4月10日現在出所：会社資料 作成：岡三証券 会社計画・目標は2月13日現在
※テイボーはペン先事業（筆記・コスメ）、浜松メタルワークスは国内MIM（金属射出成形）事業、

センクシアは構造部材やフリーアクセスフロア、ダンパや耐震補強を手掛ける

注目ポイント

1. 祖業は写真処理機器の製造会社。M&Aを通じて事業転換し、現在は①部品・材料、②音響機器関連の事業を展開

2. 圧倒的なブランド力をもつAlphaTheta（DJ機器）が業績をけん引

3. JLab（ヘッドホン等）では＄100以下の商品で米国シェア首位。米国以外のシェアを拡大し、世界首位を目指す
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▼「好き」を応援するカードの会員数 ▼株価推移（週足）

注目銘柄：丸井グループ（8252 ﾌﾟﾗｲﾑ）

11

作成：岡三証券 4月10日現在出所：会社資料 作成：岡三証券
※31/3期は会社計画、2025年6月6日現在

注目ポイント

1. 小売と金融を融合した、独自のビジネスを展開

2. フィンテック事業では「好き」を応援するカードを拡充し、メインカードとして長期保有化を図る

3. “行けなくなったときに備えてチケットにかける保険”「チケットガード」を展開
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重要な注意事項

免責事項
・本レポートは、投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成されたものであり、個々の投資家の特定の投資目的、または要望を考慮しているものではありません。また、本レポート中の記載
内容、数値、図表等は、本レポート作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更される場合があります。なお、本レポートに記載されたいかなる内容も、将来の投資収益を示唆あるいは保証するもの
ではありません。投資に関する最終決定は投資家ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。

・本レポートは、岡三証券が信頼できると判断した情報源からの情報に基づいて作成されたものですが、その情報の正確性、安全性を保証するものではありません。企業が過去の業績を訂正する等に
より、過去に言及した数値等を修正することがありますが、岡三証券がその責を負うものではありません。

・岡三証券及びその関係会社、役職員が、本レポートに記されている有価証券について、自己売買または委託売買取引を行う場合があります。岡三証券の大量保有報告書の提出状況については、岡
三証券のホームページ(https://www.okasan.co.jp/)をご参照ください。

【手数料およびリスクについての重要な注意事項】
・金融商品の購入には手数料等その他の費用がかかります。
・金融商品にはリスク（元本損失を生じるおそれ）があります。
・取引や商品ごとに手数料等及びリスクが異なりますので、詳細は右記QRコードのリンク先 「手数料およびリスクについての重要な注意事項」 を
よくご確認ください。リスク・手数料等を記載した書面をご請求される場合は、当社コンタクトセンター（ 0120-390603）までお問い合わせ下さい。

【日本以外の地域における本レポートの配布】
・香港：本レポートは、香港証券先物委員会（SFC）の監督下にある岡三国際（亜洲）有限公司によって、SFCに規定される適格機関投資家（PI）に配信されたものです。本レポートに関するお問い合わせ
は岡三国際（亜洲）有限公司にお願いします。

・米国：本レポートの作成者は、米国の証券業界の自主規制機関（FINRA）にリサーチ・アナリストとして登録されておらず、リサーチレポートの作成およびアナリストの独立性に関する米国規制の適用を
受けません。第三者による本調査レポートは、1934年証券取引所法規則第15a-6条（改正を含む）に定められる主要米国機関投資家（Major US Institutional Investors）に対してのみ、米国の証券会社で
あるWedbush Securities Inc.（1934年証券取引所法第15条に基づき登録、以下「Wedbush」といいます。）により、米国内で配布されます。Wedbushによる米国内の本レポート配布に関してはWedbushが全
責任を負うものといたします。本レポートは、いずれかの管轄区域内の法令等によりWedbushが本レポートの提供を禁止または制限されている投資家を対象としたものではありません。本レポートを閲覧
する前に、Wedbushが関連法令・規制に基づいてお客様に投資関連資料を提供することが許可されている旨をご自身でご確認ください。本レポートを受領・閲覧し、記載されている証券の取引を希望す
る米国内の投資家は全て、本レポートの発行者ではなく、以下の者と取引を行う必要があります：Wedbush Securities Inc., 1000 Wilshire Blvd, Los Angeles, California 90017,電話番号+1(646)604-4232。

・その他の地域：本レポートは参照情報の提供のみを目的としており、投資勧誘を目的としたものではありません。本レポートの受領者は、自身の投資リスクを考慮し、各国の法令、規則及びルール等の
適用を受ける可能性があることに注意をする必要があります。地域によっては、本レポートの配布は法律もしくは規則によって禁じられております。本レポートは、配布や発行、使用等をすることが法律
に反したり、岡三証券に何らかの登録やライセンスの取得が要求される国や地域における国民や居住者に対する配布、使用等を目的としたものではありません。

※本レポートは岡三証券が発行するものです。本レポートの著作権は岡三証券に帰属し、その目的いかんを問わず無断で本レポートを複写、複製、配布することを禁じます。

岡三証券株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人資産運用業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会
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OKASAN ONLINE 

取り扱い金融商品に関する留意事項 

●商号等：岡三証券株式会社 岡三オンライン証券カンパニー/金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第53 号

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業、投資助言・代理業 

●加入協会：日本証券業協会、一般社団法人資産運用業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商

品取引業協会

●リスク：【株式等】株価変動による値下りの損失を被るリスクがあります。信用取引および株価指数証拠金取引（以下、「株価指数
CFD」）では、投資金額（保証金・証拠金）を上回る損失を被る場合があります。株価は、発行会社の業績、財務状況や金利情勢等
様々な要因に影響され、損失を被る場合があります。投資信託、不動産投資証券、預託証券、受益証券発行信託の受益証券等は、
裏付け資産の評価額（指数連動型の場合は日経平均株価・TOPIX 等）等、株価指数 CFD は対象指数等の変化に伴う価格変動のリ
スクがあります。外国市場については、為替変動や地域情勢等により損失を被る場合があります。上場投資信託（ETF）および指数
連動証券（ETN）のうち、レバレッジ型・インバース型の価格の上昇率・下落率は、2 営業日以上の期間の場合、同期間の原指数の上
昇率・下落率に一定の倍率を乗じたものとは通常一致せず、それが長期にわたり継続することにより、期待した投資効果が得られな
いおそれがあります。上場新株予約権証券は、上場期間・権利行使期間が短期間の期限付きの有価証券であり、上場期間内に売
却するか権利行使期間内に行使しなければその価値を失い、また、権利行使による株式の取得には所定の金額の払込みが必要で
す。株価指数 CFD では建玉を保有し続けることにより金利相当額・配当相当額の受け払いが発生します。【FX】外国為替証拠金取
引（以下、「FX」）は預託した証拠金の額を超える取引ができるため、対象通貨の為替相場の変動により損益が大きく変動し、投資元
本（証拠金）を上回る損失を被る場合があります。外貨間取引は、対象通貨の対円相場の変動により決済時の証拠金授受の額が増
減する可能性があります。対象通貨の金利変動等によりスワップポイントの受取額が増減する可能性があります。ポジションを構成
する金利水準が逆転した場合、スワップポイントの受取から支払に転じる可能性があります。為替相場の急変時等に取引を行うこと
ができず不測の損害が発生する可能性があります。【各商品共通】システム、通信回線等の障害により発注、執行等ができず機会利
益が失われる可能性があります。

●保証金・証拠金：【信用】最低委託保証金 30 万円が必要です。信用取引は委託保証金の額を上回る取引が可能であり、取引額の
30％以上の委託保証金が必要です。【株価指数 CFD】発注証拠金（必要証拠金）は、株価指数ごとに異なり、取引所により定められ
た証拠金基準額となります。Web サイトで最新のものをご確認ください。【FX】個人のお客様の発注証拠金（必要証拠金）は、取引所
FX では、取引所が定める証拠金基準額に選択レバレッジコースに応じた所要額を加えた額とし、店頭 FX では、取引金額（為替レ
ート×取引数量）× 4%以上の額とします。一部レバレッジコースの選択ができない場合があります。法人のお客様の発注証拠金
（必要証拠金）は、取引所 FX では、取引所が定める証拠金基準額とし、店頭 FX では、取引金額（為替レート×取引数量）×金融先
物取引業協会が公表する数値とします。発注証拠金に対して、取引所ＦＸでは、1 取引単位（1 万又は 10 万通貨）、店頭 FX では、1
取引単位（1,000 通貨）の取引が可能です。発注証拠金・取引単位は通貨ごとに異なります。Web サイトで最新のものをご確認くださ
い。

●手数料等諸費用の概要（表示は全て税込・上限金額）：【日本株】取引手数料には 1 注文の約定代金に応じたワンショットと 1 日の
合計約定代金に応じた定額プランがあります。ワンショットの上限手数料は現物取引で 3,300 円、信用取引で 1,320 円。定額プラン
の手数料は現物取引の場合、約定代金 200 万円以下で上限 1,430 円、以降約定代金 100 万円ごとに 550 円加算、また、信用取引
の場合、約定代金200万円以下で上限1,100円、以降約定代金100万円ごとに330円加算します。手数料プランは変更可能です。
信用取引手数料は月間売買実績により段階的減額があります。信用取引には金利、管理費、権利処理等手数料、品貸料、貸株料
の諸費用が必要です。【上場新株予約権証券】日本株に準じます。【中国株】国内取引手数料は約定金額の1.1％（最低手数料5,500
円）。この他に香港印紙税、取引所手数料、取引所税、現地決済費用等の諸費用が必要です。売買にあたり円貨と外貨を交換する
際には、外国為替市場の動向をふまえて当社が決定した為替レートによるものとします。【株価指数 CFD】取引手数料は、セルフコ
ースは 1枚につき 330円、サポートコースは 1枚につき 3,300円です。【投資信託】換金時には株式投信の場合、基準価額に対して
最大0.50％の信託財産留保金をご負担いただく場合があり、公社債投信の場合、換金手数料として 1万口につき最大110円をご負
担いただきます。信託財産の純資産総額に対する信託報酬（最大 2.42％（年率））、その他の費用を間接的にご負担いただきます。
また、運用成績により成功報酬をご負担いただく場合があります。詳細は目論見書でご確認ください。【FX】取引所FXの取引手数料
は、セルフコースはくりっく 365 が無料、くりっく 365 ラージが 1 枚につき 1,018 円、サポートコースはくりっく 365 が 1 枚につき 1,100
円、くりっく 365 ラージが1 枚につき 11,000 円です。店頭FX の取引手数料は無料です。スプレッドは、通貨ごとに異なり、為替相場
によって変動します。Web サイトで最新のものをご確認ください。

●お取引の最終決定は、契約締結前交付書面、目論見書等および Web サイト上の説明事項をお読みいただき、ご自身の判断と責
任で行ってください。

（2026 年4 月改定） 
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